
レプリカをマイクロスコープで　　　　　　　　　　	  
観察し、キメを評価　　　　　　　　　　　　　	

皮膚	

レプリカ	
二剤を混ぜると固ま

るシリコン剤で	  
皮膚表面を	  
写し取ります	

使用前	 3ヶ月後	

キメ評価試験	

　	  

改善	

変化なし	

低下	

化粧品を3ヶ月間使用した後の	  
キメの改善者の割合	

半数以上（75%）の方で	  
キメを整える効果が確認された	

データ例：	  

データ提出：画像　数値	

データ活用：化粧品の効果訴求　社内教育用資料　基礎研究データ	

効果表現例：キメを整える	  

化粧品の塗布または連用による、整肌効果（キメの改善）を評価する試験です。 	
レプリカ剤で肌のキメを写し取り、マイクロスコープを用いてキメの様子を観察し、目視判定
を行います。	

測定機器：デジタルマイクロスコープ（VHX-‐900）	
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